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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第87期
第３四半期
連結累計期間

第88期
第３四半期
連結累計期間

第87期

会計期間
自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日

自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日

売上高 (千円) 25,290,325 26,472,956 38,546,293

経常利益 (千円) 491,258 867,830 1,507,584

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

(千円) 292,797 575,657 993,863

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 375,493 482,197 999,652

純資産額 (千円) 13,908,424 14,855,259 14,532,583

総資産額 (千円) 30,162,619 30,583,505 31,347,494

１株当たり四半期（当期）純利
益金額

(円) 91.77 180.43 311.51

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 45.94 48.39 46.19
 

 

回次
第87期
第３四半期
連結会計期間

第88期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成29年10月１日
至 平成29年12月31日

自 平成30年10月１日
至 平成30年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 46.89 135.54
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しております。１

株当たり四半期（当期）純利益金額は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定し

ております。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前

事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益や雇用・所得環境の改善などを背景に個人消

費の持ち直しが続くなど、景気は緩やかな回復基調で推移いたしました。

　道路建設業界におきましては、公共投資、民間設備投資ともに堅調に推移しましたが、受注競争の激化や原材料

費・労務費の上昇傾向が続くなど、経営環境は依然として厳しい状況でありました。

　このような状況の中で、当社グループは、“創業100周年”と“ポスト五輪”を見据え、経営基盤のさらなる強化

を推進することを基本方針とする「中期経営計画（2018年度～2020年度）」を策定し、その計画達成に向けてグ

ループ一丸となって取り組んでおります。

当第３四半期連結累計期間における受注高は312億１千２百万円（前年同期比11.8％増）、売上高は264億７千２

百万円（前年同期比4.7％増）となりました。利益につきましては、経常利益が８億６千７百万円（前年同期比

76.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益が５億７千５百万円（前年同期比96.6％増）となりました。

　事業の部門別の業績は、次のとおりであります。

（工事部門）　

工事受注高は281億６千９百万円、完成工事高は234億２千９百万円、完成工事総利益は19億９千５百万円となり

ました。

（製品等販売部門）

製品等受注高、売上高は30億４千２百万円、製品等売上総利益は１億８千２百万円となりました。

当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第４四半期連結会計期間に完成する工事の割合が著しく大き

くなるという季節的変動があります。

　

(2) 経営方針・経営戦略等　

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題　

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動　

当第３四半期連結累計期間の研究開発費は４千万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成30年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成31年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,195,700 3,195,700
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

単元株式数は、100株で
あります。

計 3,195,700 3,195,700 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 
 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年10月１日～
平成30年12月31日

― 3,195,700 ― 1,751,500 ― 600,000
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成30年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  5,200

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

 31,888 ―
 3,188,800

単元未満株式
普通株式

― ―
 1,700

発行済株式総数 3,195,700 ― ―

総株主の議決権 ―  31,888 ―
 

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が600株（議決権６個）含

まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式65株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成30年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社佐藤渡辺

東京都港区南麻布
1－18－4

 5,200 ―  5,200  0.16

計 ―  5,200 ―  5,200  0.16
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 2,918,227 4,744,213

  受取手形・完成工事未収入金等 ※1  14,971,556 ※1  10,245,513

  未成工事支出金 682,187 2,068,786

  その他のたな卸資産 214,266 155,772

  その他 148,301 147,534

  貸倒引当金 △15,401 △10,035

  流動資産合計 18,919,136 17,351,783

 固定資産   

  有形固定資産   

   土地 5,949,513 5,963,150

   その他（純額） 3,857,472 4,444,500

   有形固定資産合計 9,806,986 10,407,650

  無形固定資産 37,319 34,220

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,737,927 1,907,091

   長期貸付金 34,189 25,270

   破産更生債権等 61,914 48,625

   繰延税金資産 745,445 787,453

   その他 61,630 62,519

   貸倒引当金 △57,055 △41,109

   投資その他の資産合計 2,584,051 2,789,851

  固定資産合計 12,428,357 13,231,722

 資産合計 31,347,494 30,583,505
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 ※1  8,820,798 ※1  7,024,517

  短期借入金 1,800,000 2,200,000

  1年内返済予定の長期借入金 353,340 165,487

  未払法人税等 233,651 200,159

  未成工事受入金 558,256 1,140,402

  賞与引当金 328,006 146,525

  完成工事補償引当金 15,835 14,587

  工事損失引当金 35,000 54,400

  その他 809,656 1,014,594

  流動負債合計 12,954,544 11,960,673

 固定負債   

  長期借入金 511,990 399,103

  退職給付に係る負債 2,243,274 2,272,785

  再評価に係る繰延税金負債 886,522 886,522

  長期預り金 156,000 156,000

  その他 62,578 53,162

  固定負債合計 3,860,365 3,767,573

 負債合計 16,814,910 15,728,246

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,751,500 1,751,500

  資本剰余金 869,602 869,602

  利益剰余金 9,925,321 10,341,457

  自己株式 △5,444 △5,444

  株主資本合計 12,540,980 12,957,116

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 251,814 154,474

  土地再評価差額金 1,698,058 1,698,058

  退職給付に係る調整累計額 △10,719 △9,066

  その他の包括利益累計額合計 1,939,154 1,843,466

 非支配株主持分 52,449 54,676

 純資産合計 14,532,583 14,855,259

負債純資産合計 31,347,494 30,583,505
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

売上高 ※1  25,290,325 ※1  26,472,956

売上原価 23,388,482 24,294,577

売上総利益 1,901,842 2,178,379

販売費及び一般管理費 1,423,692 1,371,759

営業利益 478,150 806,619

営業外収益   

 受取利息 4,542 3,665

 受取配当金 18,522 18,904

 持分法による投資利益 15,836 57,781

 雑収入 12,182 14,943

 営業外収益合計 51,083 95,294

営業外費用   

 支払利息 34,616 31,377

 雑支出 3,359 2,705

 営業外費用合計 37,976 34,082

経常利益 491,258 867,830

特別利益   

 固定資産売却益 7,449 9,204

 独占禁止法関連損失引当金戻入額 25,248 -

 特別利益合計 32,698 9,204

特別損失   

 固定資産除却損 35,832 11,824

 特別損失合計 35,832 11,824

税金等調整前四半期純利益 488,124 865,211

法人税等 188,672 287,327

四半期純利益 299,451 577,884

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,654 2,227

親会社株主に帰属する四半期純利益 292,797 575,657
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年12月31日)

四半期純利益 299,451 577,884

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 91,148 △97,337

 退職給付に係る調整額 △15,477 1,653

 持分法適用会社に対する持分相当額 371 △3

 その他の包括利益合計 76,042 △95,687

四半期包括利益 375,493 482,197

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 368,839 479,970

 非支配株主に係る四半期包括利益 6,654 2,227
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日 至　平成30年12月31日)

（税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利

益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を

計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。
 

 

(追加情報)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連結

会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休業日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が、四半期

連結会計期間末残高に含まれております。

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

受取手形 67,550千円 56,896千円

支払手形  2,183 1,074
 

 

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１　売上高の季節的変動

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　平成30年４月１日　至　平成30年12月31日）

　当社グループの売上高は、主たる事業である建設事業において、契約により工事の完成引渡しが第４四半期連結

会計期間に集中しているため、第１四半期連結会計期間から第３四半期連結会計期間における売上高に比べ、第４

四半期連結会計期間の売上高が著しく多くなるといった季節的変動があります。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。　

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
至　平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
至　平成30年12月31日)

減価償却費 450,693千円 466,681千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 159 10.0 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月28日
定時株主総会

普通株式  159  50.0 平成30年３月31日 平成30年６月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成30年４月１日 至 平成30年12月31日)

当社グループは、建設事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
至 平成30年12月31日)

 　 １株当たり四半期純利益金額 91円77銭 180円43銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 292,797 575,657

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
　　四半期純利益金額(千円)

292,797 575,657

   普通株式の期中平均株式数(千株) 3,190  3,190
 

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 ２．当社は平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を実施しており

ます。１株当たり四半期純利益金額及び期中平均株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われ

たと仮定し、算定しております。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成31年２月８日

株式会社佐藤渡辺

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 柳　下　敏　男 印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 大　兼　宏　章 印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社佐藤渡

辺の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30年10月１日から平成

30年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社佐藤渡辺及び連結子会社の平成30年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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